
 

前に四枚写真を写しておりますが、香川県、日

本で一番狭い県です。この中のいくつかわかりま

すでしょうか。「栗林公園」、「直島」、「三豊市の父

母ヶ浜」、そして今ちょうど「瀬戸内国際芸術祭」が

行われております。 

 

何が言いたいかというと、時代がどんなに変わ

っていっても、ふるさとの海や山などの自然は変

わらない。今日も１年生の教材に自然の尊さ、しか

し、私たちの生活だってもっと便利にしたいよ、と

ありました。  

尾道カルタです。向東の生徒さんが作られたも

のもあります。この尾道カルタは、尾道市内１６校

の中学生が生徒会を中心に集まって、私たちの街

の宝物を紹介しようということで、２０２３年度は

読み札、そして２４年度に絵札を中学校のリーダ

ー研修会で作られました。  

それに携わられた長江中学校の前生徒会長さ

んは新聞の記事に、「同じ市に住んでいても他の

地域については知らないことが多く、様々な名所

や歴史について調べてみたくなった。カルタを通

じて観光客にも尾道の良さを伝えたい。」 と。ま

さに自分たちの住んでいるところに対する誇りだ

とか、自分たちの地域、ふるさとを大切に思う、愛

する心につながっています。 

哲学者の和辻哲郎は「風土とは単なる自然環境

ではなくて、人間の精神構造の中に刻み込まれて

いる」。まさに少し言い換えれば子ども時代を過

ごした地域の風土。この尾道水道を眺めるこの風

景、この向島の風景。ここで過ごした地域の方と

の様々な体験を通して、そういった地域の風土と

いうのは、様々な形や関係で私たち自身のものの 

 

見方や考え方に影響を与え、原風景として、ある

意味、人格形成の根幹にもつながっていくんだと。

郷土の自然やまさに味、空気、風景、言葉、人。そ

ういった様々な地域の良さ、ふるさとの良さとい

うことを、時代がどんなに変わっても、私たちは

忘れてはいけないと思っています。 

 

今、次の学習指導要領に向けて少しずつ動き出

しました。道徳の中でも現代的な諸課題をどうす

るのかということは、いろいろ学会等でも話題に

なっています。ただ、学習指導要領がどうであれ、

生徒たちが過ごしている今日、中国地方の、いろ

んな各県からお集まりの先生方の学校の校区、そ

の地域、素晴らしい良さがそれぞれあると思うん

です。向東中学校の濵原校長先生がホームページ

に書かれています一文、少し紹介させていただき

ますが、「組織の一員として自分にできることを進

んで行うことができる生徒を育てる。そして学校

というのは地域から信頼される学校、そこを目指

すんだ。」 そうなるように何ができるかというこ

とを組織として一つずつ大切にしていこうという

ことです。 

 

レジメの方にも少し書かせていただきました。 

大切にしたい意識として、(1)のところの下ですが、

「共に育て、共に学び、共に成長する」んだと。地域、

生徒、先生、そして保護者も含めて一緒にみんな

で成長していく。 そういう機能をもった学校とい

うのは、地域にきる学校。学校だって息をしてい

るんだ。 

 

ちょうど今、秋の季節です。校内、いろいろ秋を
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感じるような工夫、手だてがありました。 学校っ

て地域に生きているんだ。そして地域と共にあり、

地域と共に生きる子供たちを育てようとしている。 

まさにそれはある側面で見ると、学校が「地域の

学校」になっていくという風にも捉えられます。学

校というのは、やはり地域社会のシンボルであり、

地域の宝です。 

あの尾道カルタに中学生が込めたそれぞれの

地域の良さ、ぜひそういったことをどんなに時代

が変わっても大切にしていきたい。まさに私たち

大人も、子供たちと一緒に、地域の方と一緒に情

報を共有したり、連携したりしながら、できること

から、行動の連携につなげていきたい。 

 

そういったことは、解説の総則編の中にも様々

に書かれております。例えば、カリキュラムマネジ

メントの充実。総則編の付録６のところですが、た

くさん例示がある中に、伝統や文化に関する教育、

郷土や地域に関する教育に関して、様々な教科で

横断的に工夫できますよね。こういったことを現

代的な諸課題、カリキュラムマネジメントを考える

際にということで例示があります。 そういった際

に道徳教育の重点目標ということをぜひ大切にし

ていただきたいと思います。 

 

今日、先生方、大会冊子をお持ちかと思います

が、４５ページをお開けください。各県からご提案

をいただいている中に、大変素晴らしい取組がい

ろいろ紹介されています。ぜひこの各提案、大事

に読んでいただきたいなと思っております。ここ

では竹原市の中学校の道徳プログラムがありまし

て、地域社会の一員として自分たちの思いを広め

ようということで、道徳科、総合的な学習の時間、

社会科そして道徳科、総合的な学習の時間という

風につながっています。そして、そのプログラム全

体を通して目指すところ、生徒の意識の流れが丁

寧に書かれています。 

すごく重要なことです。このカルキュラムマネジ

メントを考えていく際に、道徳教育というのはこ

の重点目標に関わってくるところが多々あります

が、生徒の意識を大事にしていくということはや

はり大事です。生徒の意識のつながり、非常に参

考になる点が多々この提案の中にあります。ぜひ

また読み直していただけたらと思っています。    

そういった中で、先ほどの解説総則編の中には

このような記述があります。「指導内容の重点化」

ということですね。先生方の学校で、今年度道徳

教育の重点に置いていることっていかがでしょう

か。内容項目を思い浮かべたり、自分の学校は今

年度こういうことに力を入れている、４月のスタ

ートで校長先生がお話された教育方針や重点、ぜ

ひそんなことを思い浮かべたりしながら考えてい

ただきたいと思います。 

そこにはですね、「地域社会の一員としての自

覚を深める」「地域の人々との人間関係、地域につ

いての学習を通して、将来の社会の在り方を共同

して探究」様々な体験活動がありますが、そういっ

たことを通して「社会の形成に主体的に参画」。総

則の中ですが、こういったことに加えて、（5）の伝

統と文化を尊重するとのところでは、「郷土を愛

する」「伝統や文化などの良さについての理解」、

こういったことがあります。きっと各学校でもそ

れぞれに取り組まれていることだと思っておりま

す。中学校の内容項目の中に、「郷土の伝統と文

化の尊重」「郷土を愛する態度」とあります。今日、

１年生の授業の中で、子どもたちが自然愛護に関

わって、向東の海とか、もし向東の海にゴミがと

か、そういったことをイメージしながら考える中に

は、当然「自分たちの島」、「自分たちの故郷」、そ

ういった意識があります。  

この内容項目の中には、郷土とは「自分の生ま

れ育った土地ないし地理的環境のこと」で、郷土

とは「文化的な面」を含んでおり、「自らがその土

地で育てられてきたことに伴う精神的なつながり

がある場所」を示している。具体的にこういったこ

とで説明がされています。ちょうどそれがレジメ

の１ページの下の端の四角で囲っているところで

す。 強調しているところだけちょっとご覧いただ

いても結構かと思います。 

「独自の行動様式や文化形式」、そんな文言もあ

ります。レジメをめくっていただいて、２ページの

方をご覧ください。２ページのところの頭に「ふる



さととの関係や認識を再考」と書いています。ち

ょっと考えていただけたらと思います。先生方の

ご自身の郷土でも結構ですし、今現在勤務してい

る学校の校区でも結構です。または広島県と広く

捉えていただいてもいいですが、その故郷の良さ

とか地域の素晴らしさを思い浮かべてください。 

今、私たちが過ごしている生活というのは、ど

うしても何か効率重視になりがちです。しかし、故

郷には数値では示せない良さだって多々あります。 

 

では、もう少し具体的に５つの観点で皆さんが

地域の一員として、日々の生活、日々の普段の生

活の中で何を大切に意識していますか？ という

ことで、①から⑤まで書いております。二重丸、こ

れは十分よく意識している。丸、時々意識してい

る。三角、あまり意識していない、ほとんど意識し

ていない。でちょっとチェックしていただけますで

しょうか？５つお願いします。 

１番目、その地域を好きになるためにも、地域

の様々なことを知ろうと努めている。「私は努め

ている」と思えば二重丸で結構です。２番目、本当

の意味で地域を知るためにも、地域の人と話をす

ることを心がけている。地域の人とのコミュニケ

ーションですね。そういったことを意識しているよ。

３つ目、地域の山、川、池、地名などについてある

程度よく知っているよ、話すことができるよ。４つ

目、校区や地域に、ホッとする、自分がなんだかい

いなあと感じるお気に入りの場所がある。最後、

子どもの地域への思いや現状を把握しようと試

みたり生かしたり、日々自分はアンテナを立てて

いるよ。 

いかがでしょう。はい。じゃあ二重丸が付いたと

ころだけで結構ですから、ちょっと挙手していた

だけますでしょうか。 

１番、知ろうと努めている。（挙手）ありがとうご

ざいます。２番、地域の人とのコミュニケーション、

話し。 （挙手）結構いいですね。ありがとうござい

ます。3 番、山、川、池、地名など名前を。（挙手）は

い、ありがとうございます。４番目、お気に入りの

場所がある。（挙手）おお、一番多いですね。ありが

とうございます。 最後５番。 思いや現状把握しよ

う。（挙手） はい、ありがとうございます。 

じゃあちょっと、一番多かった、お気に入りの場

所。こういうところがおすすめで、こういうところ

がいいんだよというのを、せっかく今日中国地方、

いろんな県からお集まりだと思いますので、お隣

の方にちょっとお伝えいただけますでしょうか。３

０秒ぐらいで簡単で結構ですから。はい、お願い

いたします。  

あと１０秒。短くて申し訳ありません。はい、よろ

しいでしょうか。 ありがとうございます。  

私も昨日、岡山県の真庭市の方でも言いました。 

だいぶ奥の方へ行くと、もう色づきが少しずつ少

しずつ感じられる。 それぞれいいところがありま

す。山口も、実は令和４，５，６年の３年間で道徳教

育推進教師の方にお会いしたはずです。夏の研修

で毎年同じことを。鳥取も色々とお邪魔しました。

河北中とか。島根もあります。色んなところにお邪

魔しましたが、本当に素晴らしい景色だとか、食べ

物が美味しいですし、本当にそれってすごい宝な

んだということをぜひ子供たちに、授業でなくて

も結構ですから、先生の好きなお気に入りの場所

とか、色々伝えていただきたいなと思っています。 

 

で、そういったことがですね、「シビックプライド」

とこの５年ぐらいよく言われていますが、郷土愛

にとどまらず、ある意味、自分たちの地域や故郷

をより良くするために自分に何ができるか、自分

自身が関わる。そして自分がこの故郷の未来、向

島の未来のことを考えてこうしていきたいとか、

故郷の維持発展に自分も当事者として関わって

いこう、貢献しよう、できることをやっていこう。 

まさにそういったことだと思いますが、そのため

にも今、総合的な学習の時間の工夫だとか、カリ

キュラムマネジメントだとか、いろんなことが言わ

れています。ふるさと学習というのもいろんなと

ころでいろいろ工夫して取り組まれています。 

 

郷土への愛着と誇りという視点でよく小中連携

で取り組みます。今日のこの提案の中にも小中連

携の取組があります。是非ご参考にしていただけ

たらと思います。例えば、香川県のある学校、これ



も非常に子どもたちの数が少なくて、小中一体型

の学校の中で行われていますが、小学校の「ねむ

の木学習」から中学校の「やまなみ学習」というこ

とで、ふるさとという視点で小中を連携する、そ

ういったカリキュラムを組んでいるような学校も

今、人口減に伴いながら少しずつ増えているかと

思っております。これは香川県で四国大会をした

学校で、その自分たちの地域の残したい風景だと

か史跡、それを国語の短歌にする、そして自分た

ちが写真を撮ってくる。これまた別に絵は絵で描

くんですが、美術の時間、様々な時間を活用して、

ふるさとの良さを表現していこう、アウトプットし

ていこうと。では、資料の２のところですが、こう

いったことを学校教育の全体の道徳教育でいろ

いろ取り組まれて育んでいるんですが、道徳教育

ってそもそも何のために行っているのか。 

 

そもそも道徳教育は何のために行うのか。 

そんなに難しく言わなくて、先生方はどのよう

な人間になりたいと普段思っていますか。また、

どんな生き方がしたいとか、何を大切に生きてい

ますか。ちょっと自分に問いかけてみてください。 

答えやすいのどれでもいいですから、自分自身に

問いかけてみてください。 

今日、２年生の授業の導入のところで、村上先

生が、先ほど藤井指導主事様からのお話がありま

した導入のところで、課題が出てですね、書かな

くていいから静かに、とにかくじっくり考える時間

をとる。ある意味、静の時間です。自分に向かうと

いうこと、内省するということ。とにかくその時間

ってすごく大事だと思うんです。道徳の時間に。

当然発言して、聞いて、受け止めてということも

大事ですが、もう一つ、静かに自分の内に向かう

内省の時間。短くて結構です。そういったことが

大事です。これを様々な教育活動の中でぜひ問い

かけていただきたいと思っています。  

道徳教育の使命は、解説等には確かにこう書か

れています。「人格の完成」。「国民の育成の基盤」。 

それが道徳性であり、その道徳性を育てるという

ことが学校教育における道徳教育の使命、つまり

教育活動全体で取り組む道徳教育の使命です。 

それは人格形成の根幹に関わる、人間としての生

き方についての考えを深めることにもなっていく

んだということです。  

令和３年答申には「良さや可能性の認識」そして

「多様な人々と協働」し、「様々な困難を乗り越え」、

「持続可能な造り手となることができるようにす

ること」と表現されました。解説の中、答申の中に

もありましたし、私もすごく重要だと思っています、

この言葉。  

道徳としての問題を考え続ける姿勢。１時間今

日考えたから終わりではなくて、考え続けていく

ということです。ある意味、道徳はいかに生きる

かを自分に問いかける、考え続ける、そのことが

一つ目指す姿だとも言われています。自分には何

ができるのかを考えること。  

人間の行動には当然さまざまな道徳的価値が

関わってきます。吉野さんの『君たちはどう生き

るか』の中でも、「人は自分と向き合って生きてい

かないといけない」。ある意味、自分を少し客観的

な姿として捉えようという、特に中学生ができる

ようになってくる「自己理解を深める学習」でもあ

るということです。  

もうご承知の通り、道徳教育の意味、教育基本

法 第１条「子どもたち一人一人の成長や道徳性の

発達」、そして「先生方の授業力向上」、それは学校

力向上にもつながること。まさに学び続ける教育。

そして、私は「教師としての倫理観やモラルの向上」

にもつなげてほしいと思っています。 

 

今日ホチキス止めしています資料の１１ページ

をご覧ください。中等教育資料の中に書かせてい

ただいたものですが。１１ページの最後の、星印を

２つ両サイドにつけているところをご覧ください。 

いろんな研修会で必ず私は先生方にお願いとい

うか、期待というか、特に推進教師の先生にはぜ

ひこういった視点を持ってほしいということを、３

つの視点で言っています。  

１つは、「道徳科の授業力向上」に関して。授業

を見て分析する力、授業者、参観者を成長させる

力。つまり、今日参観された先生方が今日の授業

を自分ごととしていかに学ぶか、何が自分に取り



入れられるか、自分ならどうか。そして授業を見

せる力量、そういったことを向上させる。 

２つ目が「道徳教育の充実」に関する視点です。 

最後の３つ目ですが、やはり教材研究を通して、

また生徒の様々な考えを聞きながらですね、教師

自身の「人間としての倫理観」を磨いていただき

たいということです。人間としての自分を磨く、人

間として生きること、人生の意味を子供と共に模

索するということです。そして、家庭や地域社会の

モラルの向上、学校のモラルや秩序、校風を通し

て、常に自分自身を磨こうと意識する。そういっ

たことをぜひ大切にしていきたい、いただきたい。

お忙しい中で、ほんのちょっと、時々でも結構です。

そんなことを意識していただけたらと思っていま

す。  

 

3ページの方に戻ってください。 

９月２５日に論点整理が出されたこと、もうご承

知の通りかと思います。これからの方向性が、「深

い学びの実装」「多様性の包摂」「実現可能性の確

保」。その中でも特にいろいろ顕在化している課

題、それをどう改善していくかということで、キー

になっているのはこの図ですが、今まで言われて

いた「学びに向かう力、人間性等」の整理イメージ、

特に人間性ということで、道徳教育も様々なこと

で関わりますが、真ん中に「学びの主体的な調整」。

そして、「学びを方向付ける人間性」「他者との対

話や協働」。 

まさに向東中学校が大事にしている対話や協

働。その中にもいろんな視点があります。「他者か

らのフィードバック」とか、そして「初発の思考や行

動を起こす力、好奇心」。こういったことが教育活

動全ての中で基盤となり、これから各教科の改訂

作業に向けて部会が運営されてまいります。 

そういった中で、やはりですね、道徳教育とい

うとき、その要は１時間の授業です。１週間に１時

間しかない道徳の授業、先生方いかがでしょう

か？楽しんでいますでしょうか？生徒さんは楽し

みにしていますでしょうか？この１時間の授業を

いかに大切に積み上げていくか、究極の重要なと

ころもそこだと私は思っています。 

そういった中で、是非、道徳の授業においても、

「主体的・対話的で深い学び」を基本としながら、

目標だとか特質をしっかりとご理解いただきなが

ら、内容項目等について正しく理解し、実践し、評

価し、少しずつ少しずつの改善でいいですから、そ

れを意識していくことです。そういった中で、この

目標に書かれていること、そして中学校の解説の

中でこの１７ページのところは非常に深い哲学的

な意味も含んでいますので、この赤字のところだ

け読ませてください。是非また解説１７ページご覧

いただけたらと思いますが。 「人生の意味をどこ

に求め、いかによりよく生きるかという人間とし

ての生き方を主体的に模索し始める時期」、つま

り中学生。「人間としての生き方についての自覚

は、人間とは何かということについての探求とと

もに深められる」「人間についての深い理解なしに、

生き方についての深い自覚が生まれるはずはな

い」。「人間についての深い理解と、これを鏡とし

て」自分を映すということです。「鏡として、行為の

主体としての自己を深く見つめることとの接点に、

生き方についての深い自覚が生まれていく。」こ

の中のキーの一つが、「鏡として」ということです。

接点・自己を見つめる。授業の中でもあります。今

日の姿の中でも、あ、自分を見つめているなとい

う、ほんの短い時間かもわかりませんが、様々な

形で取っています。 そういったことをぜひ意識し

ていただきたいし、大切にしていただきたいと思

います。  

 

今日の資料の１３ページご覧ください。「自己を

見つめて考える」ということで。下線を引いている

左側だけちょっと読ませてください。 

これ元教科調査官の中学校の柴原弘志先生の

よく言われる言葉ですが、「自己を見つめるとは、

柴原の言葉を借りれば『自分が自分に自分を問う

ということ』」、「自己のものの見方や考え方、生き

方を、自分自身に本当にそれで良いのだろうかと、

これまでの経験や価値観を手がかりに再確認し冷

静に見つめ直そうとする瞬間」で、右側のところに

今読みました解説１７ページのことを書いていま

す。半分より下のところで少し下線を引いている



ところ。大切にしたいことは、単に望ましいと思わ

れるきれいごとの発言に終始するのでなく、人間

についても、分かっていてもそれができないんだ

よなという深い理解、人間理解ですね。 それを大

切に、悩みや葛藤も含めて、生徒自身が深く自己

を見つめようとする姿勢。多少の沈黙や静を恐れ

ずに共に考えながら待つ姿勢、じっくりと聞く姿

勢で共感的に受け止めていきたいということです。 

 

ぜひこの「鏡として」、そして授業の中で時々感

じる「接点」ということを、様々な子どもたちの姿

で追求していただきたいと思っています。  

少し言い方変えますが、考え続けるためにも、

例えばです。生徒に投げかけることとして、道徳

の時間以外でも結構だと思っています。私は朝の

会であろうが、学活の最後とか、いろんなところ

で人と共に生きていく上で、自分は人として何を

大切にするか、または自分はどのように生きるべ

きかという自分自身の、ある意味心の芯、何を一

番大事にしているか、道徳的価値についての理解

を深めたり、考えたりする機会を様々に増やす、

大切にするということをしてほしい。これは香川

県のある中学校が、「あなたにとって命とは、生き

るとは」ということで、一人一人が書いて、それを

先生が生徒と一緒にですね、少し仲間分けして、

関係をつないでいます。この先生は こういったこ

とを道徳の時間以外にもいろいろと、年間通して

何回かされます。同じような問いを繰り返し投げ

かけていきます。 

内容項目のところにこう書かれているんですね。 

「教師と生徒が人間としてのより良い生き方を求

め、共に考え、共に語り合い、その実行に努めるた

めの共通の課題である。」 

教師が一方的に教えるんじゃなくて、一緒にむ

しろ生徒と考え合う、語り合う、そういった意識を

大切に、内容項目を深く理解してほしいというこ

とです。 

で、やはり内容項目を理解するためにも、解説

を読み込むということはよく言われますが、例え

ばですね、小中学校の内容項目、このようにも整

理されています。左側右側で向かって左側、内容

項目の概要、ここすごく重要です。そして右側のと

ころも、指導の要点が中学校の段階では、そして

具体的な指導に当たってはさらにということです。 

例えば、今日の授業でもありました、２年生、「自

主、自律、自由と責任」。簡単なようでこの内容項

目にいろんな価値が含まれています。 ちょっとそ

れを一緒に考えていきたいと思っています。   

 

資料の4ページです。 いろんな学校でこういっ

たことを言われます。 「先生、内容項目を深く理

解するというのは何度も聞くんだけど、例えばど

んなことをしたら効果的ですか。そんなに時間を

かけなくても、１５分でもできることってあります

か？」とかよく聞かれます。いろんなやり方はある

んですが、当然読み込むことが一番ですが、例え

ば、私は先生方に自分事として捉えてもらうため

に、あえて、内容項目の概要のところをわざと短

く切って、例えば、この、今日の２年生の「自主、自

律、自由と責任」であれば、１０個に分けて、これに

自分自身が日頃できているがどうかということを

二重丸、丸、三角、バツつけます。それだけでも内

容項目の理解につながります。 

ちょっと時間を取りますので、２分３分取ります

ので、①から⑩まで。二重丸、うん、自分はよくで

きている。丸、まあまあできている。三角、うーん、

あまりできていないかな。バツ、全く。ちょっと付

けてみて、お隣とご相談してみてください。はい、

ちょっと時間取りますのでお願いします。  

「自主、自律、自由と責任」。当然、何度か読まれ

たことあると思いますが、じっくり自分の頭で考

えたら、自分ってだめだなと思いますよ。自分は

できてるかな？って。なかなかこれ全部に二重丸

は難しいですね。大人でも、難しいですね。  

つまり、一つの内容項目の中に様々な価値が含

まれていると。「価値」と言われ、ちょっといかが

でしょうか。二重丸のところだけ、またちょっと教

えていただいていいですか？遠慮せずに。先生方

すごく遠慮されて、「いやー、自分は」と厳しく評価

して二重丸全くつけない先生もおられるから。遠

慮せずにつけてください。やはり生徒の前で先生

もできていることはできているんだよ、と言うこ



とも大事だと思いますよね、ときに。  

はい、１番いかがですか。（挙手）ありがとうござ

います。１０人ぐらいいます。はい、２番。（挙手）あ、

あ、増えました。はい、ありがとうございます。３番、

「自分の力で決定する」。（挙手） はい、ありがとう

ございます。４番。あ、４番が「自分の力で決定す

る」ですね。 （挙手）はい、ありがとうございます。

５番。これ難しいです。「誠実に実行する」ってね。

（挙手）あ、ありがとうございます。６番、「その結

果に責任を持つ」。（挙手）ありがとうございます。

OK。７番いかがでしょう。（挙手）はい、ちょっと少

なくなったかな。８番。（挙手）ありがとうございま

す。先ほどと少し当然重なるところはあります。文

節で分けてあれしていますから。９番、「責任を持

つ」ね。（挙手）。最後１０番です。（挙手）多数派、付

和雷同、ありますよね。ありがとうございます。  

例えばですが、こういったことも５分１０分あれ

ばできます。解説開いてコピーしていただいても

結構です。主任、推進教師の先生がちょっとチェッ

クしてみようとか、じゃあ、今日の教材の中にはこ

の中の特にどういったところが主人公のあれな

の？じゃあ、中心発問は？まずは内容項目をしっ

かり読むということ。いろんな手立てはあります

が、これも一つです。  

ある学校では、職員室の隅っこに哲学辞典と倫

理学辞典を置いていて、内容項目に関するところ

をコピーして学年に配る。そんなこと、ずっとはし

ません。数回だけでもいいんです。意識するとい

うことです。ほんの入口の意識を、どう一人ひとり

の先生の心に火をつけるか、スイッチを入れるか。 

その手立てさえ数回すれば、あと自は分で知りた

い、もっと知りたい、調べたいになっていきます。 

そういったことが、やはり推進教師の先生方、校

内で道徳教育をリードしていく方に、いろんな工

夫というかアイデアというか、そういったことが求

められているのかもわかりません。 

 

では、今日、向東中学校の中心となっていた「対

話的な学び」ということで、実はこれもですね、今

日の提案の中にもいろいろありました。あとで時

間があれば少し触れさせていただきます。その中

で私が言いたいことは、学校として共通理解する

部分と、今日、研究主任の池田先生からもいろい

ろ説明がありましたが、こういったことを共有す

ること、と、もう一つ、実は任せられる部分、クラ

スで違って良い部分というのがあるはずです。 

当然学年によっても。そこを明確にしながら、グル

ープでの対話だとか、全体での対話だとか、ペア

での対話、これもレジメに５つの視点でちょっと整

理させていただきました。 

 

レジメの５ページをご覧ください。 

当然いろんな学習形態があります。学習形態に

よっての工夫ということも対話につながっていき

ますが、この５つの中でいかがでしょうか。これも

ちょっとチェックしていただきたい。自分の授業で

なくても結構です。自分の学校の同じ学年団の先

生方、こういったことをより強く意識しているな、

あーこういったこと何か言ってたな、よく意識し

ている、二重丸。いや、時々こういったことを道徳

の授業で深い学びにつなげるために、こんなこと

を大事にしよう、時々言っている、丸。三角、バツ。

まず、チェックしていただけますか？ 

１番、「友達や他者と話し合い、自分とは違う考

えを知ることの意義や面白さの実感」。生徒が実

感できるような様々な手立てや工夫や声かけ、

色々いかがでしょうか。２つ目、「聴くことの大切

さ、聴いている反応」。３つ目、「道徳科におけるク

リティカルシンキング」。私はどちらかというとク

エスチョンと言います。クエスチョンを持つ、描く

ということですね。４つ目、「ホワイトボード等の活

用」。自分の学級なりにアレンジしていく。５つ目、

「生徒と生徒をつなげる」ということです。 

じゃあ、少しだけ見てみましょうか。 

①のところ。対話した後に、自分の心や頭の中

に何が付け加わったのかな？あれ？今までなか

ったもので何が入ってきたのかな？何かクエスチ

ョンが起こっていないか、自分で問いかけて自分

で気づいていこうということを、どう生徒に働き

かけていくか。そういったことを通して、自分の考

えがより明確になったり、より自信を持てるよう

になったりしていることに、生徒自身が気づくよ



うな場や生徒自身が気づくような声かけ、手立て、

賞賛も含めて、そういった時間を確保しているか、

意識しているということです。  

で、２つ目のところに関係しますが、「受容し聴

く姿勢」ということで３つ書いています。時々です

ね、これは向東中ではないんですけど、ワークシー

トに書いて、そのワークシートを読んで終わり。次

の人が読んで終わり、読んで終わり。これがグル

ープの話し合いになっているというふうに書かれ

ているんですけど、それ本当に話し合っています

か？と素朴に。 

まずは相手を見る。そしてお互い、可能であれ

ば、ワークシートを単に読むんじゃなく、必要があ

れば見てもいいですけど、できるだけ自分の言葉

で語ろう、伝えようとする。そして反応する、応ず

るということです。例えばこれ（写真）、中学生です。

本当に顔を上げていて。ここにあります、書いて

いるもの。しかし、こういう姿。今日も１年生が

堂々と、お互いに立場は違っても普通に対話して

います。参観者の方が言われていました。まさに

対話が対立にならないように、日々の学級経営が

出てくる。 

対立じゃないんですよね。ディベートじゃないん

ですよね。ディスカッション、ある意味積み重ねて

いく。今日のようなオープンエンドのところです。   

そして３つ目は「クリティカルシンキング（批判

的思考）」。本当は批判ではなくて正確に聞き取る

とか、正確にという意味がより強いんですよね。

私もよく、「え？本当にそうなのかな？本当にそれ

が大切だろうか？本当にそれだけなの？それ以

外にも、もし... 」という風に、友達の意見を受け

入れながらちょっと頭の中にクエスチョンを描い

てみるということします。 

他者の意見や考えを共感的に受け止めること

は大切です。当然、受け止める、聴いている際の

耳に入る聴覚的言語情報、またワークシートを交

換して読む、そういった視覚的な言語情報を受容

して、道徳的な理解の際に自分のフィルター、私

のものの見方、考え方、その自分のフィルターを

通して、うん、納得。納得できない。本当にそうだ

ろうか？と吟味するということです。一度このフ

ィルターのところで止めて、本当にこれ正しい情

報か考える。ＳＮＳには本当に怪しい情報がたくさ

んあります。それに触れています。中学生も。鵜呑

みにしないためにも、待てよと、本当にそうだろう

かなという姿勢を、これはある意味、全教科の中

で先生方が大事にされていると思いますが、その

ことはすごく重要だと思っています。 

今日もホワイトボードがいろいろ使われていま

したが、様々な多様な活用があります。重要なこ

とは、ホワイトボードの中に何を書くのか、何を話

し合ってここに書けばいいのか。そしてその書い

たことが話し合いの起点になるような活用という

こともいろいろ工夫があると思います。この学校

では、星印をつけているところを中心に発表する

ようにしています。矢印も生徒がいろいろ工夫し

てます。ホワイトボードを生徒が自分たちで加工

するということです。ワークシートに書いたことを

ただ写すんじゃなくて、そこから次のステップにど

う行くかということが、やはり教師としての手立

ての一つです。 

最後、「生徒と生徒をつなげる」ということを書

いていますが、これは、例えばですね、小学校の事

例です。同じ尾道市内の別の小学校の事例ですが、

「なるほど、いいね。」一言。「よく見て。」一言。「そ

うか、すごいね。」一言。「なぜ？」一言何々。 この

４つを低中高それぞれの言葉にしながら、そこか

ら交流が始まる。これも生徒と生徒をつなぐ一つ

のきっかけになります。 

様々なつなぎがありますが、レジメに書かせて

いただいているところ、ちょっと読ませていただ

きます。ここでは机間指導と意図的指名というこ

とで書かせていただきました。「机間指導で何を

見るのか、その後の話し合いでどのように生かそ

うと意図しているのか」。「子どもと子どもをつな

ぐためにも、机間指導での情報を生かしてほし

い」。「生徒の発言に対する周囲の反応や表情など

への注視」。そして「教師の立ち位置」。「子どもの

発言をよく聞き、全体に返す問い返しでつなげ、

みんなで考える機会とする」。今日、３年生の授業

でもいろんな問い返し、揺さぶりがありました。か

なり先生から意図的にいろいろ。子どもたち同士



をつなぐために、時に教師が介入しながら問い返

したり、そしてその問い返しが生徒同士の中で繰

り返し行われているような場面も今日見られまし

た。ぜひこういったことを大事にしていただきた

いなと思っています。こういったことを道徳以外

の各教科の中でも大事にしていただきたい。そう

いったことを向東中でも大切にされてきたと思い

ます。 

特に②のところに関わってですが、よく言うの

は、質の高い対話を目指すためにも、私は聴き手

をいかに育てるかだと思っています。つまり、良

い話し手は良い聴き手が育てる。良い聴き手が良

い話し手を育てる。つまりそれは心理的安全性に

もなります。何を言ってもこのクラスなら大丈夫、

受け入れてくれる。今日、１年生、立場が違っても、

ある意味堂々と、そしてじっくりと考えながら言う

生徒さんがいました。楽しく考えていました。あの

表情。道徳って楽しいよねって。何を言っても大

丈夫なんだよねということをすごく感じます。す

ごく重要なことです。 

 

この「つなぐ」ということで、冊子の５１ページを

お開きください。すごく参考になるなと思って。広

島県の安芸高田市の「聞く－つなぐ－戻す」とい

うことで、５１ページの下ですね。「聞く－つなぐ－

戻す」。「生徒が言おうとしていることを聞く。生徒

の考えをつなぐ。適切なタイミングで教材に戻す」

ということで、この「聞く、戻す」の間の「つなぐ」と

いうこと。当然、様々な手立て、工夫がこの「つな

ぐ」にあるんだと思います。ここではＩＣＴの活用で

それを活性化したり、チーム担任制ということが

そのつなぐ際の様々な情報の収集にも役立って

いるのだろうと思っています。大変参考になる取

組ではないかなと思っています。 

 

レジメの 6 ページをお開けください。対話を深

めるために、道徳以外の全教科においていろいろ

と向東中学校で取り組まれています。教育学者の

ボルノーはこんなことを言っています。人間とは

問う存在である。自分の問いに答えることによっ

て、自分の世界を広げる。他の者に耳を傾ける。

他の者の言い分に対して心を開く覚悟。固定的な

見解が、ある意味、自己中心的な、自分はこうだと

いう固定的な見解が少しずつ少しずつ解けていく。

解体していく。人間は自ら是正し、学び直し、こう

してより深い洞察に。つまり最後は友達との対話、

他者との対話が自分の自己内対話につながって

いって、よりこの世界に続くと思いますが、それは

別に授業の時間だけではないと思っています。 

もしかすると家に帰ってからかもわかりません。 

もしかしたら授業を終わって一人になった時かも

わかりません。そういった対話を深めるための全

教科において、ぜひ生徒同士の問い返しというこ

とを目指していただきたいということで、レジメ

の方には「②問い返しをする」ということで、今日、

さまざまな問い返しの手立てを見せていただきま

した。その、教師の問い返し、当然ですが加えて目

指すところはきっと生徒同士の問い返し。そのた

めにも、全ての教科において聴く、反応する、聞き

たいということはしっかり受け止めて聴くという

ことがベースになければ、なかなかクエスチョン起

こりにくいです。  

ぜひ理想的な対話の姿を、生徒の姿で、学年団

または学校等で共有しながら進めていただきた

いと思っています。問い返しについては、先ほど

の柴原元調査官はよく問い返しセブンということ

で、確認、根拠や理由を深める、言い換え、具体化

など、今日、生徒が書いていた枠でも、「例えば」と

理由を説明していました。「例えば」とか、まさにそ

ういうことですよね。そういったところを教師が

問い返して引き出すというような、「例えば」どう

いうこと？対比、批判・反例、条件変更「もし」。そ

ういった教師からの重層的な問い返しが目指すと

ころは、生徒自身、生徒相互による自己内対応や

問い返しにつながっていく、というところです。 

よく一般的にある問い返す視点として、例えば

生徒が考えた背景を問い返す。これまでの経験と

のつながりを問い返す。また、話した考えを整理

できるか問い返す。ある意味、具体から抽象へで

すね。そして比較を促し、問い返す。こういったこ

ともあります。 実際、よく見られる場合というこ

とで、ここは４つに分けてみましたが、ねらいとな



る、中心となる価値、それをより深く追求しよう。

先ほどの柴原先生の１や2にも関係しますが、「も

し何々なければ」とか、条件変更で考えさせる。教

材というのはある条件の中で設定されています

ので、それを少し変更する。また、価値内容の比較

対立、そういったことを検討させながら、より深く

追求する。そして描かれていない、例えば今日の１

年生の、「もし、何をしたらこの村の将来、１０年後、

２０年後どうだろう」という、その先の未来を想定

したような問い返しというのも考えられます。そ

ういったことは方法的な側面、内容的な側面があ

りますが、ぜひいろんな教科の中で、道徳科から

各教科へ、そして各教科から道徳科へ生かせるも

のが多々あると思います。 

 

方法的な側面、様々な学び方の中にも、社会的、

道徳的、倫理的な問題について考えを深めようと

する際、内容に関わるようなものが多々あります 

例えば、高等学校の公共、レジメの６ページの下の

ところに書いていますが、１年生の今日扱ったよ

うな教材、自然愛護の側面に、もう少し経済的な

側面だとか、いろんなものが入ってきてですね、

環境エネルギーの問題の中で原子力発電所のこ

とに賛否を問うような、そういったことをまさに

オープンエンドで、賛成反対、どちらでもいいんだ

けど、どうしてそう考えるのかということをしっか

り見つめていくようなこともあります。 

例えば、レジメに「目的論」と「義務論」と書いて

いますが、「温暖化に伴う地球環境問題は世界に

おける共通の課題として開発と環境保全の問題」

というのが高等学校の公共の中で、ちょうどＮＨ

ＫのＥテレなんかでもよく紹介されたりしています。 

「目的論」というのは、ある意味、功利主義、最

大多数の最大幸福、決断する方法としては多数決。

「治水、道路、空港など開発は安全で快適な生活

を実現しているから、自然環境が損なわれるマイ

ナスがあったとしても、日々の生活、それを幸せに

幸福にするから正しい選択といえる。持続可能性

にできる限り配慮すれば、開発は正当できるんじ

ゃないか」という立場。 

それに対して「義務論」、ある意味、カント哲学の

ような立場ですね。「過去に人間の開発で絶滅し

た生物も多くある。生態系の保護は人間の義務。

自然の多様性や生態系の維持を損なう開発は正

しい選択じゃない。人間もその一員なんだ。生態

系の一部を、人間自身が自分たちの都合で破壊す

るような開発は正しくない、行うべきではない」と

いうような立場。  

様々な考えがありますが、そういった答えが一

つではない、答えがわからないようなものについ

て、オープンな議論をしていくということですね。 

そういったことが今、教科書の中にも少しずつ

増えてきています。少しずつ少しずつ。中学校の

方は特に現実社会の問題を取り上げたオープンエ

ンドの教材が増えつつあります。 

 

レジメの７ページの方ですが、これは授業を振

り返る際にぜひ大切に生かしてほしい視点として

紹介しますが、解説の中には「評価の視点」と「評

価の観点」ということで一応分けられて書かれて

います。７ページに書いているのは子どもたちの

学習状況を見る「評価の視点」ですが、そこの二重

丸のところに書いています「解説の『評価の視点』

の文末等を読み替えて『評価の観点』としても捉え

られる」んだということで、考えられる学習指導と

なっているかとか、そういったことで様々なとこ

ろに取り入れられますよということです。こういっ

たことをぜひ参考にしていただきたいということ

です。 

 

今日せっかくですから、授業者の先生、今授業

されてもう３時間、３時間半経ったと思いますが、

１年生の子川先生から、もう一度同じ教材で授業

するとすれば、ここをこうしたいというのを一点

だけ、いろいろある中で一点だけ自分で今表現し

ていただきたいんですが、子川先生おられます

か？構いませんか？一点だけです。欲張らずに。

いろいろ分科会でもご意見があったと思います。

で、もう一回するとしたら、ここをこうしたいとい

うのを一点のみ教えてください。すいません、突

然。 簡単で結構ですので。 はい、どうぞ。  

 



【子川】 

今日はみなさんありがとうございました。 

一点だけ、もう一回するとしたら、分科会の話

でもあったんですけども、子供の視点に立ってと

いうところを、私自身がもう一回、授業を作る中

で練っていきたいと思います。具体的に言うと、1

年生の状態で自然が、ということだったんですけ

ども、生徒が自然を守る理由として「自分たちの

遊び場だから」という考えが出てきたときに、生

徒の経験を問い返せなかったので、そこを問い返

したり、子供にとっては何かっていう子供の立場

を考えていなかったなと思ったので直したいです。  

 

ありがとうございました。２年の村上先生、一言、

その場で結構ですので、はい、お願いします。３年

槇野先生、その後お願いします。 

 

【村上】 

失礼します。 村上でございます。 

一つだけ改善といいますか、是非とももう一度

するとすればやってみたいということなんですが、

日常生活で実際に起こった、自分たちが本当に経

験したことをもとにして、自主自律を加えながら

責任ある行動とは何であろうか、ということを取

り入れてみたいなというふうに思います。 

 

ありがとうございました。槇野先生、お願いい

たします。 

 

【槇野】 

３年生の教諭でございます。 ありがとうござい

ました。 

今日の授業を振り返ってもう一度するとすれば、

分科会でご指摘をいただいたんですけれども、ア

ンケートで分析した自分のクラスの実態と自分の

授業の構成のところで少しずれがあったかなとい

う反省があったので、もう少しクラスの状況を見

ながら、今回は、三者にこう言う、三者から、と考

えられるように広く聞いたんですけど、自分も悩

んだりしたんですけど、もう少し一つの視点を絞

りながらそこから考えるというのも一つ、代案で

いただいたので、もしあれば教えてほしいなとい

うふうに思いました。  

 

ありがとうございました。  

授業をされて、誰かに見ていただいたら、いろ

いろご意見いただく、すごく重要なことです。日々

の中で誰も見ていないとき、自分自身で振り返っ

て自分の授業をモニタリングするということです。  

７ページの下に書いてある「自分で自分をモニタ

リングする、授業を振り返る。」その視点をぜひ参

考にしていただきたいということです。 

あまり欲張らずに、自分の授業一つだけでいい

です。時に必要があれば録音とか録画。この頃い

ろんなＩＣＴ機能もあります。タブレットを置いてお

くだけでも結構です。ぜひ自分で。普段、１年間ほ

とんど誰にも見られないと思います。自分です、

最後振り返るのは。自分の授業を変えるのは自分

です。 

一つでいいです。欲張らずにその一つを確実に

していくことです。その代わり、それを積み上げて

ください。確実に他の歯車が回ってきます。だか

ら焦らずに続けていただきたい。それを７ページ

の下に書いています。  

 

最後８ページのところですが、今日まさにそれ

ぞれの授業、子どもたちの対話、そして安心して

発言できる学級作り、学びの一つのクラス集団づ

くりが基盤にあったと思います。 

そういった中で、先生方の学校、それぞれ大事

にされていることが多々あると思います。  

その中で３つだけちょっと言います。 

一つは「静の１０秒」。書くことが苦手な生徒さ

んもおられると思います。今日、黒板に１時間の学

びがたくさん書いてありました。ああいったこと

を静かに眺めるだけでもいいんです。そして人と

違った書き方でも大丈夫なんだ。このクラス大丈

夫だと。たくさん書くことがいいことではありま

せん。当然たくさん書ければ書くでいいんですが、

重要なことは深く自分で自己を見つめて考えると

いうことです。  

そして２つ目、そのための「心理的安全性」。先



ほど言いました。わからないことはわからないで、

どうしてそう思うの？教えてよ、って自然に言え

る。自分に自信がなくても、言っても大丈夫と感

じる雰囲気がこのクラスにはある。子供たちが学

校で一番楽しいこと。これＮＨＫのアンケートです

が、ダントツで友達と話したり、一緒に何かをした

りすること。やはり子どもたちにとって学校での

友達との関係というのは何より。このクラスでの

居心地、そういったことに繋がります。ぜひですね、

この心理的安全性を高めるために、先生方がもう

普通にされていることだと思いますが、それを共

通理解して、やっぱりこういったことが基盤だよ

ねと、集団作りの再確認をしていただきたいとい

うことです。 

最後、「子どもの視点に立つ」という当たり前の

ことです。鰺坂先生の言葉は古いかもわかりませ

んが、私は時代が変わっても変わらないと思って

います。「教育の道というのは、目の前にいる子ど

もの存在とともに始まる」。また、奈須先生は「今

回の学習指導要領改訂は徹頭徹尾『学習する子ど

もの視点に立つ』ことを原理として進められた。」

と語られています。元調査官の七條先生は、「教育

という様々な作用、営みの中で肝要なことは『子

ども理解』。まず目の前の子供をしっかりと見つめ

る。」そこからスタートだよね、ということです。当

たり前のことかもわかりませんが、やはりどんな

に変わっていっても、ここの原点というのは大事

なのではないかと思っています。 

 

様々な授業の工夫や手立てがあると思います。 

できることからでいいと思います。中等教育資料

の中にも、時間がない中でどう研修を進めるかと

いうのを書いております。(会場の)後ろのところ

に、研修シートということで、１５分でも３０分でも

様々な研修ができますよ、というのを少し紹介さ

せていただき、いくらか置いていますので、ご自

由に、もし校内で活用してみようと思えば、お取り

いただいたらと思います。  

ぜひですね、道徳科の授業、そして道徳教育、そ

して人間としての倫理観、そういったことをこれ

からも大事にしていただきたいと思っております。   

斎藤喜博さんの「教育というのは、最後は人と

人との人間としての関わり、そこの働き」なんだ。 

つまり、教師の人間性というのは子どもたちに伝

わるよねということです。 

アンパンマンのやなせたかしさんが言っている

ように、喉までありがとうと出ているのにそれが

なかなか言えない。それが人間、ある意味人間理

解なんだということです。  

今日、２年生の分科会でも津森指導主事様のお

話がありました。まさに人間理解を大事にしてい

く。「すごくわかっているけどできない」。それが自

分の中にもあるかもしれない。 

 

先生方が携わられている「教育」というのは本

当に素晴らしい仕事だと思っています。大変な仕

事ですが。でも子どもたちの一生の基盤になって

いくのが、１時間１時間の道徳の時間、そして道徳

教育なんだという誇りを持ってですね、これから

も取り組んでいただきたいと思っております。 

 

向東中学校の先生方、また、ここ広島県の道徳

部会の片山会長様はじめ、関係者の皆様、そして、   

今日授業を見せてくださった生徒の皆さんに感

謝を申し上げて終わりたいと思います。  

本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


